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簡単に自己紹介 
•  専門は宇宙物理学（天文学）です。 

太陽の爆発現象の研究や	

宇宙プラズマの研究を（も）しています	

それがなぜ、応用哲学会に？	



宇宙と人文・社会科学 

•  背景：宇宙は、神の領域から、天文学・物理学などの純粋
科学の対象になり、今や人類の生存圏となりつつある	  
– 宇宙空間の実利用（無人）	  
– 人間が宇宙へ	  
– 宇宙の影響下にある地球環境	  

•  宇宙が人間・社会に関わる問題に。	  

•  生命科学などではELSI（倫理・法・社会的課題）の検討・
研究が進んできたが、宇宙は（宇宙法などを除き）ほとん
ど検討がなされていない状態	  
–  これまでは、軍の論理だった	  



地球は開放系：宇宙からの影響下にある地球環境 

100～1000年スケールの	  
大規模な自然現象	  
予測・対処には限界がある	  

小惑星衝突	

巨大太陽フレア	  
=>人工衛星故障、　通信、地上インフ
ラ被害、宇宙飛行士被ばく	

太陽活動と	  
気候変動	



社会インフラとしての宇宙空間の実利用 
•  気象衛星	  

–  天気予報に必須！	  

•  地球観測衛星	  
–  地球環境観測、災害監視、地形精密計測	  

•  放送・通信衛星	  
–  BS、スカパー、衛星電話...	  

•  測位衛星	  
–  GPS付き携帯、カーナビ、船舶・航空機の運行...	  

•  情報収集・軍事利用	  
–  世界的にはこの目的の利用が多い	  
–  日本は長らく平和利用に徹してきたが、安全保障分野の利用
（情報収集衛星）も始まっている	  



人間が宇宙へ	  
（これまで宇宙へ行った人＞500人） 

国際宇宙ステーション（日、米、露、欧、加）	

中国が独自の
有人宇宙活動	  
（2003~）	

民間宇宙旅行	



h2p://www.lunarembassy.jp/	
月の土地販売？	

宇宙条約第2条	  
天体を含む宇宙空間に対しては、
いずれの国も領有権を主張する
ことはできない...はずだが	



JAXA	

h2p://deepspaceindustries.com/	



「宇宙人文社会科学」の課題 

•  宇宙開発に伴う現前の課題	  

•  極限状態で現れる、対象のまだ見ぬ性質を明
らかにする	  
– 物理：ヒッグズ粒子発見	  
– 生物：森山徹「ダンゴムシに心はあるのか」	  
– 人間：立花隆「宇宙からの帰還」	  
– 社会・文化？？？	  

•  人類の未来のグランドデザインを描いてみる	  



宇宙開発利用に伴う現前の具体的課題 

•  有人宇宙開発、天文学など、巨額の国家予算を使いな
がら直接的・短期的な成果の分かりにくい活動の意義
を、どう定量的に評価するか？	  
–  国の宇宙政策は、研究開発から実利用の拡大重視に方針転換
（H25年決定 宇宙基本計画）	  

–  素粒子物理などのビッグサイエンスと共通の問題	  

•  所有の問題	  
–  天体及び静止軌道などの宇宙空間の有用な位置／軌道	  

– 天体の固有環境の保全／生物汚染	  
•  リスクと責任の問題	  

–  有人開発（斎藤さん）、スペースデブリ	  



より根源的な問題 

•  人類は宇宙へ行く「べき」なのか？	  
– よるある主張：「フロンティア／エクメーネ拡大は人
類／生命の本質的性質」「青少年に夢や希望を」	  

•  行く「べき」でなくても、技術的可能性がある
限り誰かが行ってしまうかもしれない	  
– 民間団体、金持ち、宗教団体、独裁国家...	  
– 静観する？妨害する？競う？誰が？何のために？ 



宇宙はほんとに夢や希望なのか？	  
今、夢や希望が必要なのか？ 





宇宙を開拓するのは誰か？ 

メイフラワー
号	

モルモン教徒	 巨大宇宙コロ
ニー	

小惑星への移
住	

年	 1620	 1847	 2???	 2???	

人数	 103	 1,891	 10,000	 23	

積荷（トン）	 180	 3,500	 3.6	  million	 50	

費用(1975の
米ドルで)	

600万ドル	 1500万ドル	 1000億ドル	 100万ドル	

積荷1ポンドあ
たりの費用	

$15	 $2	 $13	 $10	

1家族当たり
の費用を年収
で割った値	

7.5	 2.5	 1,500	 6	

F..ダイソン「宇宙をかき乱すべきか」より	



東の地を征服するための遠征を考えた王	  
•  王：まずギリシャを征服するぞ	  
•  賢者：その次は？	  
•  王： アフリカを征服する	  
•  賢者：アフリカの次は？	  
•  王：アジアに行こう、まず小アジア、次にアラビアだ	  
•  賢者：ではアラビアの次は？	  
•  王：インドまで行こう	  
•  賢者：インドの次は？	  
•  王：ああ、休息いたそう	  
•  賢者：なぜ今休息しないのですか？ 

我々は王になるのか？賢者なるのか？いつか休息するのか？ 

＊ボーヴォワール「人間について」	  



『宇宙に触れた時の感動は、すっごい変わった
フェチの人を見た時に似てる』	  

by	  京都の某芸大の学生	  
	  
	  
磯部の解釈：自分の日常世界を越えた何かが、
確かにそこに存在していることに対する感動	  
	  


